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最先端 をゆ く三次元映像展  月衣 が る  3 Dσ >1量 フ書
期間 :1989.10.8-15       会場 :横 浜 こど も科学館
主催 :横 浜 こど も科学館 /二 次元映像の フォー ラム
後援 :横 浜 雨
協賛 :(社 )オ ブ 1ヽ メカ トロニ タス協会
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展 者

分 野 Z: 3D:映 像技 の歴史I

arO D映 像 に 関 す る ● レ クシ ョン
________________3嘘 鯉 劇 聾 詮

分 野 0: 立体視 と映像
011陰 影 の 立 体 感

(お 面 の 凹 凸 ) 3D映 像展実行 員会
02:エ イム ズの台形徳

3D 映像展実行 夭 日 本責 只
=

03:景 観 シ ミュレー タ
(&Lrd 1ヽ. " 、

:^′」4ヾ ′ l_D映 像展 実 行 夭 日 △11C,ヽ ユヽ

11見 成正 (慶 応義塾大学経済学部心理学研究室 )
(NHК テ・ Iレ クタ) A (NHК

06:偏 光式 立体印刷
(ス テボ グラフ ィ) (株 ) ラ .′  ク に,吊 ||

00:蛍 光表示管に よる
30 表 示 叉栞電子工業 (株 )

07:ラ ンタ・ム′:・ ターン立 体視図形の

,ナ グ リフ表 ′1｀ 3D映 像展実行 目 △
メ
=

分野 0展 示協力 rti il-fr.lT( ( * )!.1',rr r -f i tr.' \)
3D

11:疑 似立 体画 像表示装 置
デ ル ビジ ョン` (株 ) 電通 プロ .ァ クス

1
・  Z、

分 野 2: 眼 鏡 式 3D 映 像
21:立 体 ビデ オムー ビシステム

(株 ) 之

22:立 体 ビデ オデ ィスク
ン ス ア ム 日 本 ビ ク ター (株 )

23:ltfrzr)tHr,l:jIlt (*) ',/ t) t l! v 4ffi*.ffi
a'a'i r. l1-.r z.7L 電機 (

24:バ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ タに よ る
電子立 体映 像 シ ステ ム シ ャー プ {株 )

25:会 話型立 体図形 作
ン ス プ ム ソ ニ ー テ ク ト ロ ニ ッ

26:横 たり撮像式立体映像方式
笙
^(株

)

'/-- (*

01:動 きで 見る 3D
究 所 )

‐

1-



映 像

31:ホ ログラム

凸版印星生_(株 )
32:リ ップマンカラーホログラム   久保田敏弘 t京 都工芸繊維大学

「 童 」「醤油 工 学 部 )し」

33:マ ル テ ブ レ ックス

ホ ロ グラム
辻内順平 (千 葉大学工学部 )

「号ホロク
‐
ラフ′,ク テ・ ィスフ・レイ研究会

「
.卑
1,革 中 村均 ((株 )ノ ヴ ァ

35:キ ネテ ックホログラム

「 DAN(3!N' (有 ) 石 川光 学 造 形 研 究 所
!

」

分野■ : 裸眼 3 D映 像
41:投 射二次元像

i宙 崎 襄 (東 京 大 学生産技術 究 所 )
12:v-nti'$J1 z.)r)->t
傍 用 次 冗 i r *'/v I rlt 田 博 昭 (F浦 ェ 業 大 学 置 子し た

43:レ ン テ ィキ ュラー ステ レオ

凸版印 BI|(株 )

14:レ ン テ {キ ュ ラー に よ る

内 照式 型 デ ,ス プ レー (株 )フ ジカ ラー サ ー ビ ス
15:立 体テレビ電話用

表 示 離 NTTヒ ュマ ンインタ‐フェース 究 所

分 野 5: CGと 医 の 3 2鋏 伸
51:断 層撮影像から作成した
体 内 職 器 の 次 元 イメー ジ  (株 )大 沢 △

2て

52:核 磁気共鳴装置に よる

人 体 機の 3 元 表 示 i;llftrt)tr^iL横 (株 )glzr27 t*. r-{t{+ 植松貞夫 {千 葉大学付属病院
映像法の医学的応用 放 線 部 )

ワー ク・ シ ョップ

61'パ ソコンに よるェ体作画

シ ヤー プ (株 ,
62:ホ ログラム作製の 中村均 ((株 )ノグァ)/(株 )ホ ロテック

i * y z l v -y a 2 (有 )石 川光学造形研究所

42 y'-f.1'4, l{agata's Circular Endless Steps
CG by S o n y,/T e k t r o rl i .r Corporation

3D映 像 VOし 3‐ 4
科学館宇宙 劇場

映像展資料特集号発行
オムニマックス立体 CG映 画「ザ・ ユニパース」同時上映

-2-

・ ボ:ロ グ・ラフ

31:レ インボーホログラム

学 科 )
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展示室 とその面積

企画展広がる3Dの世界
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『
広 が る 3:Dの 世 界 』 期 間 中 の 入 館 者

横浜こども科学館

大人 計小人

(小中学生)

その他

(未就学児ほか)

10月  8日 (日 ) 442   568 114 1 124

10日 (視) 584   737 134   1,455

12日 (木) 235   480 723

13日 (金)200  475 103 778

1 4 EI(土 ) 255   169 54 478

15日 (日 ) 486   426 134 1、 046

8

2、 202 2、 855   547   5、 604



実施日

時 間
会 場
参加者

実施日

時 間
会 場
参加者
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10月 8日、 10日 、 15日
11:00～ 11:30, 14:00～ 14:30
地下 2階展示室の一角、暗室

自由見学のため参加人数不明。各回 10名程度。

10月 8日、 10日 、 15日
13:30～ 14:30, 14:00～ 15:00
3階サイエンスシアター

10月 8日 10月 10日 10月 15日 計

3年生以下

4年生

5年生

6年生

中学生以上

１

３

２
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５

４

１１

５

３

８

０
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9

6

13
13
0

1

21
14
18
21
5

5不明

計 17 42 25 84

『
広 が る 31Dの ―

世 =界 』
ワ ー ク シ ョ ッ プ の 記 録

横浜こども科学館

<1>ホ ログラム製作のデモンス トレーション

<2>パ ソコンで 3Dグラフィックスを作ろう ?



最先端をゆく二次元映像屁  リム が る 3]Dてえ)世鯵尋

ア ン ケ ー ト 集 計 結 果

1 調査期間 平成元年 10月 8日～ 15日 (6日間)

2 調査内容 別紙調査表による

3回 答 者 416名

Ql年齢、Q2性別

年 齢 男 女 =・
L

"l

オ颯L未満 3 8( 1.9%)

小学生 64

6

4 211(50. 7う

中学生 13 19( 4.6%)

高校生 0 3( 0.7∬)

大学生 13 , 15( 3.6%)

その他 46 160(38.5%)

2 2( 0.5%)

20代 38 14 52(12.〔 ,%)

301ヽ 39 18
＾
）
υ ゆ

40代 35 43(10.(〕%)

50+ヽ 0 4( 1.01)

60代 3( 0.7χ)

不明 8( 1.9%)

合
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202 214 416人

Q3僣所

横 浜 市 内

神奈川県内

小学生

1〔,3

35

17

1
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中学生
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6
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合 計   小牲浦
240(57.7%)    6

80(19.2%)    2

61(14.71)    ―

35( 8.4%)    ―
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Q4横浜こども科学館へ来たのは何回

合 計   イ育!L経
194(46.6%)    4

4()(11.8%)    2

26( 6.3%)    1

45(10.8!`)    1

34( 8.2χ)    ―

68(16.3%)    ―

脚る3助囲

常設展示

プラネタリウム

オムニマックス

特 にない

そ の 他

21〔

'(51.2%)
34(20.2%)

12〔,(3S.2ガ )

112(26.9χ)

24( 5.8χ)

54(13.0%)

目ですか。

小学生 中学生 融。大牲 その他
5'7       4      151     114

22      1      2     22

144-7
314-9
29      1       1      3

58      5      -      5
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11回以上

Q4-2前 にいらしたのはいつてしたか。 (2回日以上の回答者)
合 計  イ軽経 小学生 中学生 謙礫性 その他

晨i3か 月以内   86(45.3%) 2  62   4   2  16
～ 半 年前   43(22.6%)1  34  3  -  5
^′ 1年 前    27(14.2%) -  15   -   -  12
～ 2年 前   12(6.3%)1  7  2  -  2
2年以上前   22(11.6%) -   10   4   1   7

Q5き ょうは科学館へ何を見にきましたか。 (いくつても)

合 計  小赳霜 小学生 中学生 融快牲 その他
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Q6『広がる3Dの世界』のことは何で知りましたか。 (い くつても)

合 計  絆妹満 小学生 中学生 融 ,着1そ の他

広11よ こ|よ ま
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新   聞
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家   族
友人・知人

学校・職場で

来て初めて知った

そ の 他
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Q7『広がる3Dの世界』について、次の点についてどうお感じになりましたか。

合 計  イ囃着 小学生 中学生 離。大牲 その他

Q7-1展示の量
多   い
ぶ つ う
少 な い

Q7-2理解度
わか った

ふ つ う
分からない

Q7-3楽 しさ
おもしろい

ぶ つ う
つまらない

Q7-4満足度
満足 した

ふ つ う
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Q8 『広がる3Dの世界」で面白かったものを 3つ あげてください。

展示 No.
BEST15: 32

31
22
33
45
26
35
34
21
42
23
11
44
Zl

43

出展名           得票数

リップマンカラーホログラム    88
ホログラム (凸版印刷)      78
立体 ビデオディスク        76
マルチプレックスホログラム    69
立体テレビ電話表示装置      64
横走り撮像式立体映像方式     63
キネティックホログラム      56
レインポウホログラム        52
立体 ビデオムーピーシステム    50
レーザーと移動スクリーン・ 三次元 36
光ディスクを用いた立体プロジェクタ33
デルビジョン            33
レンティキュラによる内照式大型・・ 29

3D映像に関するコレクション   27
レンティキュラーステレオ     16



競 燿をゆく三次元映像展  り2【 が ′5
出 展 者 ‐ ス タ ッ フ ア

3:Dの 世 界

ン ケ ー ト 集 計

回収数/62 問いによっては無解答があり、その分は抜いてあります。

問2 期間 / l j塾 ヽヽ  34   2 月曖|い   5

問3 時期 / 1 良い  37   2 悪|い   2

問4 貴プースの広さ/ 1  11い   33   2  月蜃い  5

問 5 貴プースの位置/ 1  11い   36   2  月蜃.1ヽ   3

問6 全体のレイアウト/ 1 良い  34   2 悪い  5

間7 照明/ 1  1譴い  34   2  1蜃 ヽヽ  5

間8 観客動線/ 1 良 い  36   2 思い  3

間9 周辺音●/ 1 良い 33   2 思‐い  5

間 10 期間中の科学館日の対応/  1 良い 39  2 懸い 0

間 11 期間中の 3Dフ ォーラム側の対応/1 良い 30 2 懇い 0

間12 事前準備の手順、期間など/ 1 良い 30  2 思い 2

間 13 搬入、段営、薇出/ l fiい  34   2 月晨い  0

間 14 全体のディスプレイ/ 1 良い  39   2 1悪 tヽ  0

間15 PR活動/ 1 良い  24  2 悪tヽ  24

問 16 協賛金/ 1 適当 28  2不 適当 1

1 満足 19
2 普通 15
3 不充分 4

間17 出展者ご自身としての展示内容/



間 18 横浜こども科学館という会場/1 良い 30  2 悪い 7

間 19 横浜こども科学館の常設展示にご協力いただける可能性・ /
あり    16  2 条件による 12
わからない 10  4な し      1

間20 関連企画のデモンストレーション、ワークショップについて/
1 良い 18  2 わからない 14  3 悪い 7

間21 研究会についてのご意見/
1 良い 18  2 わからない 13  3 悪い 3

間22 横浜こども科学館の常設展示/
1 良い 33  2 わからない 16 3 悪い 0

間23 横浜こども科学館の字宙劇場/
1 良い 25  2 わからない 14 3 悪い 0

間 24 のこの様な企画について/
今後も希望 16  2 条件によっては希望 23
希望しない  0

間25 その他ご意見などございましたらお書き下さい.
く主なご意見 >

。もう少 し広いスペース、奥行きが欲しい.

・ 入リロが狭い。

・ 科学館が都心から離れているので不便。

・ 駅から近 くて便利。

。今後も定期的に実施したい。

。今後実施する場合、出展増加によりもっとスペースが必要。

・ 時期が他の企画と重なるので要再検討.

・ 3Dオムニマックスが同時上映で良かった。
。もっとPRす るべきだ。 (多数)

・ 研究会のマイクの目子が悪かった。

。研究会でパネル討論をやっても良かった。

・ このほかスタッフに対する労いと感謝のお言葉を多数頂きました.

く3Dフ ォーラムから>

・ 新聞一般誌、TVな どへのPR不足は今後の課題である。神奈川

県に比べ部内が弱かった。

後

１

３

今

後

１

３

今



三次元映像の展示会  「広がる3Dの世界」 会計報告
平成元年10月 8日 (日 )よ り 10月 15日 (日 )ま で。 場所 慎浜こども科学館 特別展示室。

堕壁重基≦坐型塑上

[収入]

横浜こども科学館より "+∞  万円
3Dフ オーラム より
展示会出品  台加費

針 ∞

30

∞計

万円

万円

万円

合計 170 万円

万円

[支出]

主催者担当パネル製作

主催者担当造作
ボスター製作・配布
アルバイト人件費

郵送費

運搬貴

縮雑責

円

「

円

円

「

調

万

万

万

万

万

ユ

星丞全法、二_上193p:111■ )

[収入]
横浜こども科学蟷分担費
3Dフ ォーラム分担贅
展示会出品台加費

moooo
3mCm
l.mm

合叶 170 万円

,4社、その他現物供与等
′1ヽ「ト

協賛賣                 ∞,αЮ   オブトメカトロニックス協会より
■聾 lL(■_塾:艶旦ニュ2ユと____.」 堕ユ__1出:=三.撻臼 聞 自 1堕ぬ.ヱ

`壺

:型L
′1、11                                     218,750                          _   ___

合計             型四ピ聟
その他、現物供与、説明員派遣等で多くのご援助をいただきました。

[支出]

主催者担当遺作・ パネル製作贄
ポスター製作費
アルバイト (晨示操作員)費
案内資料郵送賣
澤示品運搬・ 島揆ロ

1,355,400

aЮ,ooo

58.l∞

155.609

17,980

機器操作員 (学生アルバイトの一部補助 )

案内状、ポスター、 PR資料事の3送

小叶 1,787.045

資料集補助責

記録写真賣

懇親会補助費

運営・事務雑賣

140.000 「 3D映像」3-4印刷贅 271,503円
の一部に充てる.
巳録写真集t作成33,713

21,000

35,150

1,842

展示会運営の際の略雑只

銀行入金手数

小計 231,705

合計  ヽ         ■ユユニ毀
以上の他、電気工事責、通信費等、横浜こども科学館から支出していただきました。
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∞

３０
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５

５
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